
「
と
も
に
歩
も
う

希
望
の
う
ち
に
」
を
テ
ー
マ

に
高
松
教
区
設
立
50
周
年
記
念
の
式
典
が
11
月
４

日
（
月
）
司
教
座
聖
堂
で
行
わ
れ
た
。
式
に
は
教

皇
大
使
ジ
ョ
ゼ
フ
・
チ
ェ
ノ
ッ
ト
ゥ
大
司
教
も
出

席
、
四
国
４
県
か
ら
司
祭
、
修
道
者
、
信
徒
ら
約

５
０
０
人
が
参
加
、
会
場
は
感
謝
と
喜
び
と
祈
り

に
包
ま
れ
た
。

開
会
式
の
後
『
感
謝
』
の
部
で
は
京
都
教
区
の

田
中
健
一
名
誉
司
教
が
高
松
教
区
の
百
年
の
歴
史

を
感
銘
深
く
語
っ
た
。
『
希
望
』
の
部
で
は
子
供

た
ち
が
『
神
様
が
一
番
』
の
歌
を
合
唱
、
「
エ
マ

オ
へ
の
道
」
の
劇
に
は
大
き
な
拍
手
が
わ
い
た
。

『
賛
美
』
の
部
で
は
神
を
讃
え
る
歌
声
が
聖
堂
に

満
ち
溢
れ
た
。

そ
の
後
、
前
教
区
長
の
溝
部
脩
司
教
か
ら
『
歴

史
に
学
ば
な
い
人
は
こ
と
を
な
せ
な
い
。
こ
の
50

年
が
何
を
訴
え
か
け
て
い
る
の
か
を
生
か
さ
ね
ば
』

と
語
り
、
信
徒
を
励
ま
し
た
。

派
遣
ミ
サ
は
諏
訪
榮
治
郎
司
教
の
司
式
で
行
わ

れ
た
。
「
ひ
と
つ
に
な
ろ
う
」
の
大
合
唱
で
始
ま

り
、
教
皇
大
使
の
あ
い
さ
つ
が
あ
っ
た
。
説
教
で

諏
訪
司
教
は
「
再
生
と
一
致
へ
共
に
歩
ん
で
行
き

ま
し
ょ
う
」
と
信
徒
に
呼
び
か
け
た
。
奉
納
で
は

信
徒
た
ち
の
『
こ
ん
な
教
会
に
：
』
の
願
い
が
書

か
れ
た
た
く
さ
ん
の
葉
で
満
開
に
な
っ
た
４
県
の

県
樹
が
捧
げ
ら
れ
た
。

拝
領
祈
願
後
、
青
年
達
が
め
ざ
す
『
喜
び
と
和

で
満
た
さ
れ
た
未
来
の
教
会
像
』
に
つ
い
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
発
表
。
教
皇
大
使
に
感
謝
の
花
束
が
贈

ら
れ
閉
幕
し
た
。
会
場
と
な
っ
た
桜
町
司
教
座
聖

堂
は
和
や
か
な
雰
囲
気
に
満
た
さ
れ
て
い
た
。
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高
松
教
区
が
設
立
さ
れ
た
の

は
50
年
前
の
１
９
６
３
年
９
月

だ
っ
た
。
知
牧
区
だ
っ
た
四
国

が
司
教
区
に
昇
格
さ
れ
た
。
被

選
司
教
の
田
中
英
吉
神
父
に
、

す
ぐ
ロ
ー
マ
に
来
る
よ
う
に
と

の
連
絡
が
あ
っ
た
。
司
教
叙
階

式
を
10
月
20
日
に
サ
ン
ピ
エ
ト

ロ
大
聖
堂
で
行
う
と
の
こ
と
で
、

田
中
神
父
は
急
遽
ロ
ー
マ
へ
飛

ん
だ
。
盛
大
な
叙
階
式
だ
っ
た
。

ち
ょ
う
ど
パ
リ
に
い
た
四
国
教

区
の
下
田
武
夫
神
父
が
日
本
か

ら
の
唯
一
の
出
席
者
だ
っ
た
。

初
代
は
田
中
英
吉
司
教

帰
国
す
る
と
教
区
の
全
司
祭

が
集
ま
り
司
教
座
聖
堂
で
着
座

式
を
行
い
初
代
の
田
中
英
吉
司

教
が
誕
生
し
た
。
大
阪
の

田
口
芳
五
郎
司
教
も
同
席

し
た
。
最
初
の
仕
事
は
教
区
内

の
各
教
会
を
訪
問
。
愛
媛
、
高

知
、
徳
島
、
香
川
を
巡
り
、
信

徒
た
ち
と
親
し
く
交
流
し
た
。

以
後
14
年
間
、
田
中
司
教
は
１

９
７
７
年
に
病
で
倒
れ
る
ま
で

聖
務
に
専
念
し
様
々
な
活
動
を

さ
れ
た
。
１
９
８
３
年
５
月
20

日
、
父
な
る
神
の
御
手
に
迎
え

ら
れ
た
。

１
９
７
７
年
９
月
、
２
代
目

の
深
堀
敏
司
教
が
着
任
し
て
教

区
を
導
か
れ
た
。
よ
く
働
か
れ

た
が
、
新
求
道
共
同
体
と
の
出

会
い
が
う
ま
く
い
か
ず
大
変
苦

労
さ
れ
た
。
２
０
０
４
年
の
離

任
ま
で
教
区
大
会
な
ど
数
多
く

開
催
さ
れ
信
徒
を
励
ま
さ
れ
た
。

２
０
０
４
年
７
月
、
３
代
目

溝
部
脩
司
教
が
仙
台
か
ら
来
ら

れ
た
。
２
０
１
１
年
３
月
に
退

任
さ
れ
、
現
在
後
任
の
諏
訪
榮

治
郎
司
教
が
働
か
れ
て
い
る
。

以
上
が
高
松
教
区
の
50
年
だ
。

し
か
し
高
松
の
今
を
知
る
た

め
に
１
９
０
４
年
か
ら
の
四
国

知
牧
区
時
代
に
触
れ
ね
ば
な
ら

な
い
。
１
８
９
１
年
に
は
日
本

に
函
館
、
東
京
、
大
阪
、
長
崎

の
４
つ
の
司
教
区
だ
け
だ
っ
た
。

四
国
地
方
は
大
阪
司
教
区
が
世

話
を
し
て
い
た
。
１
９
０
４
年
、

四
国
は
広
島
、
京
都
よ
り
も
早

く
知
牧
区
と
し
て
分
離
し
た
の

だ
っ
た
。

ド
ミ
ニ
コ
会
に
委
ね
る

四
国
知
牧
区
は
ド
ミ
ニ
コ
会

ロ
ザ
リ
オ
管
区
に
委
ね
ら
れ
た
。

初
の
知
牧
区
長
は
ホ
セ
・
ア
ル

バ
レ
ス
師
だ
っ
た
。
１
９
３
１

年
、
２
代
目
を
ト
マ
ス
・
デ
・

ラ
・
ホ
ス
師
が
継
が
れ
た
。
ホ

ス
師
は
台
湾
に
住
ん
で
お
ら
れ
、

毎
年
船
で
神
戸
ま
で
渡
っ
て
来

ら
れ
た
。
私
は
堅
信
を
授
け
て

い
た
だ
い
た
の
で
師
を
よ
く
覚

え
て
い
る
。

１
９
３
３
年
か
ら
１
９
４
０

年
ま
で
モ
デ
ス
ト
・
ペ
レ
ス
師

が
３
代
目
を
務
め
ら
れ
た
。
こ

の
頃
か
ら
日
本
は
軍
国
主
義
へ

走
り
始
め
、
知
牧
区
長
、
教
区

長
な
ど
す
べ
て
日
本
人
に
交
代

せ
よ
と
の
国
の
命
令
が
出
さ
れ
、

田
口
大
阪
司
教
が
四
国
知
牧
区

長
を
兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
田
中
英
吉
神
父
は
22

年
間
教
区
長
代
理
を
務
め
た
。

大
阪
の

田
口
司
教

が
兼
務
の

頃
、
私
は
司
教
の
秘
書
を
し
て

い
た
。
あ
る
日
、
『
明
日
か
ら

四
国
巡
回
を
す
る
』
と
言
わ
れ
、

田
口
司
教
と
一
緒
に
四
国
へ
来

て
２
週
間
く
ら
い
毎
日
毎
日
四

国
の
教
会
を
巡
っ
て
堅
信
を
授

け
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

戦
争
で
困
難
な
時
代
に

四
国
知
牧
区
か
ら
高
松
司
教

区
の
時
代
を
振
り
返
っ
て
み
た

が
、
そ
の
間
太
平
洋
戦
争
が
あ

り
、
B
29
に
よ
り
四
国
の
ほ
と

ん
ど
の
都
市
が
爆
撃
さ
れ
た
。

教
会
は
こ
の
困
難
な
時
代
を
乗

り
越
え
る
た
め
の
大
き
な
犠
牲

と
努
力
が
必
要
だ
っ
た
。

戦
後
、
ブ
ル
ゴ
ス
会
の
司
祭

が
来
日
し
香
川
県
西
部
を
受
け

持
ち
、
オ
ブ
レ
ー
ト
会
も
高
知
、

徳
島
を
受
け
持
っ
て
く
だ
さ
っ

た
。
百
年
前
の
知
牧
区
時
代
は

汽
車
も
高
速
道
も
な
く
、
宣
教

師
た
ち
は
馬
で
四
国
山
脈
を
越

え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん

な
先
輩
た
ち
の
努
力
と
犠
牲
が

あ
っ
た
か
ら
こ
そ
今
が
あ
る
の

だ
。
感
謝
の
念
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

大
き
な
船
が
大
き
く
舵
を
切

り
、
こ
れ
ま
で
の
と
て
つ
も
な

い
長
い
歴
史
の
方
向
が
変
え
ら
れ

ま
し
た
。
地
球
人
口
の
約
17
％

す
な
わ
ち
12
億
人
の
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
の
意
識
変
革
が
起
こ
り
始

め
た
の
で
す
。
あ
る
人
は
こ
れ

を
20
世
紀
の
奇
跡
と
呼
び
ま
し
た
。

そ
れ
は
今
も
着
実
に
進
行
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
ヨ
ハ
ネ
23
世
教

皇
の
呼
び
か
け
た
第
二
バ
チ
カ
ン

公
会
議
で
あ
り
ま
し
た
。

私
た
ち
の
高
松
教
区
は
こ
の
大

河
の
流
れ
の
胎
動
を
感
じ
る
な
か
、

希
望
の
う
ち
に
生
ま
れ
た
の
で
す
。

教
区
と
し
て
生
ま
れ
る
ま
で
の
歴

史
は
田
中
健
一
司
教
様
の
話
に
も

あ
る
よ
う
に
、
多
く
の
困
難
の

中
、
数
え
切
れ
な
い
方
々
の
祈

り
と
奉
献
に
支
え
ら

れ
た
歩
み
で
あ
っ
た

の
で
す
。
ど
の
よ
う

に
表
現
し
た
ら
い
い

の
か
感
謝
の
言
葉
が

見
つ
か
り
ま
せ
ん
。

こ
の
Ⅱ
バ
チ
カ
ン
公
会
議
を
受

け
止
め
、
そ
の
精
神
を
日
本
の

教
会
の
基
本
方
針
と
す
る
指
針
が

示
さ
れ
、
そ
れ
を
具
体
化
す
べ

く
第
一
回
福
音
宣
教
推
進
全
国
会

議
（
ナ
イ
ス
１
）
が
開
か
れ
ま

し
た
。
深
掘
敏
司
教
様
の
献
身

的
な
呼
び
か
け
と
養
成
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
は
じ
め
ら
れ
た
の
で
す
。

し
か
し
そ
の
後
十
余
年
に
わ
た

り
教
区
は
混
乱
と
分
裂
の
傷
を
お
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

教
区
の
「
再
生
と
一
致
」
を

取
り
戻
す
た
め
溝
部
司
教
様
は
司

牧
者
と
し
て
捧
げ
尽
く
さ
れ
た
こ

と
は
記
憶
に
新
し
い
こ
と
で
す
。

「
ど
ん
な
教
会
に
な
り
た
い
の

で
す
か
」
の
問
い
か
け
が
こ
の

数
年
響
き
渡
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
問
い
か
け
は
終
わ
る
こ
と
は
な

い
の
で
す
。
歴
史
の
主
人
公
が

神
で
あ
る
こ
と
を
覚
え
る
と
き
、

聖
霊
は
私
た
ち
に
さ
さ
や
き
続
け

る
の
で
す
。
教
会
は
常
に
新
し

く
応
え
て
い
く
の
で
す
。
神
の

国
へ
の
「
旅
す
る
教
会
」
な
の

で
す
。

教
皇
大
使
を
迎
え
教
区
設
立
50

周
年
を
感
謝
と
希
望
と
賛
美
の
心

で
と
も
に
祝
う
中
、
私
た
ち
は

こ
れ
か
ら
新
し
い
教
会
の
姿
を
見

る
で
し
ょ
う
。

養
成
を
通
し

て
わ
た
し
た
ち
の
教
会
意
識
が
変

え
ら
れ
、
よ
り
豊
か
な
信
仰
生

活
を
見
つ
け
る
で
し
ょ
う
。
信

仰
に
よ
る
希
望
の
う
ち

に
と
も

に
歩
ん

で
参
り

ま
し
ょ

う
。

「
あ
な
た
方
の

中
で
良
き
業
を

始
め
ら
れ
た
方

が
、
完
成
へ
と

導
い
て
く
だ
さ

る
こ
と
を
確
信

し
て
い
る
」

（
フ
ィ
リ
ッ
ピ

書
）
か
ら
で
す
。

ともに歩もう希望のうちに
４県から５００人 喜びと感謝

先
人
の
苦
労
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

◆
田
中
健
一
司
教
・
講
演
要
旨
◆

にこやかに信徒に語る諏訪司教

再
生
と
一
致
へ
意
識
変
え
よ
う

教
会
に
や
っ
て
く
る
人
の
全
員

に
共
通
し
て
い
る
の
は
「
イ
エ
ス

様
が
一
番
」
と
い
う
単
純
か
つ
正

直
な
心
で
す
。
こ
の
心
か
ら
教
会
、

つ
ま
り
信
徒
が
生
ま
れ
て
ゆ
き
ま

す

。

最

初
に

「

祈
り
」

と

「
愛
」
が
誕
生

し
ま
す
。
愛
の

力
を
も
っ
て
祈

る
こ
と
が
で
き
、

ま
た
祈
り
が
愛

を
育
み
ま
す
。

次
に
人
々
を
迎

え
、
共
に
過
ご

す
「
受
け
入
れ
」

が
整
い
ま
す
。

迎
え
る
人
々
に

制
限
な
ど
な
く
、

決
し
て
拒
み
も
し
ま
せ
ん
。

「
い
つ
で
も
」
と
い
う
言
葉

も
大
切
で
す
。
今
で
も
苦
し

ん
で
救
い
を
求
め
る
人
の
た

め
に
、
ど
ん
な
時
で
も
ド
ア

が
開
い
て
お
り
、
風
が
吹
い

て
い
る
教
会
が
必
要
で
す
。

そ
れ
は
信
徒
の
心
で
あ
り
、

教
会
そ
の
も
の
で
も
あ
り
ま

す
。
「
誰
で
も
・
い
つ
で
も
・

受
け
入
れ
ら
れ
る
」
教
会
に

は
「
平
安
」
が
生
ま
れ
ま
す
。

一
人
一
人
の
信
徒
が
協
力
し
、
分

か
ち
合
い
、
許
し
あ
う
こ
と
で

「
平
安
」
が
よ
り
確
固
た
る
も
の

へ
と
な
っ
て
ゆ
き
ま
す
。
そ
し
て

「
平
安
」
が
「
喜
び
」
と
「
和
」

を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
れ
は
共
に

ひ
と
つ
に
な
っ
て
キ
リ
ス
ト
の
下

で
祈
れ
る
喜
び
で
す
。
最
後
に

「
祈
り
」
と
「
愛
」
の
力
で
人
々

を
「
受
け
入
れ
る
」
こ
と
が
で
き

「
平
安
」
が
生
ま
れ
、
「
喜
び
」

と
「
和
」
で
満
た
さ
れ
た
教
会
は

「
イ
エ
ス
様
が
一
番
」
に
「
戻

る
」
の
で
す
。
私
た
ち
青
年
は
こ

の
循
環
型
の
よ
う
に
新
し
く
生
ま

れ
続
け
る
教
会
を
目
指
し
ま
す
。

番
町
教
会

河
合

幸

◆
諏
訪
榮
治
郎
司
教
の
話

◇未来の教会像◇

青年たちの心の風景

若者からのメッセージを伝える

チェノットゥ教皇大使を囲んで
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50周年の集いのテーマ

である「希望」の表現

として子ども達が聖書にあるエ

マオの場面を演じた。主イエス

が十字架の上で亡くなったこと

に落胆した弟子たちは希望を失

いかけ、散りぢりになるところ

だった。しかし復活された主と

出会い、弟子たちは自らの歩み

教区設立当初からこれまで50年

の間の司牧の歴史と、関わって

こられた司教、司祭たちの働きとを顧み

ながら元京都司教田中健一司教が話をさ

れた。（１面に詳細を掲載）祭壇前に設

置された大型スクリーンに映し出された

懐かしい画面に、当時を知る信徒たちは

感慨深く見入っていた。50年の歴史の中

で高松教区は新求共同体「道」との残念

な出会いがあったことについても言及さ

れた。しかしそれにもまして先達たちに

よる信仰の遺産を大事にと、先に向かう

教区に信仰による成長を励まし、感謝の

うちにひと時を過ごした（愛媛地区担当）

が確実なものであることを悟り、心に希望の

火がともされた。高松教区のこれからの歩み

も主イエスの復活の確かさの中で、聖霊の賜

物に強められて、弱さの中にこそ力が発揮さ

れるとの確信を持ち、「希望」という合い言

葉を掲げて福音を宣教する共同体へと向かう

決意を新たにした。 （香川地区担当）

感謝を捧げる時にはおのずと賛美

の歌が溢れ出すものだ。

「これから一緒に行こう」をキャッチフレー

ズに心の奥深くから湧き出るうめきのように

テゼの祈りが聖堂を包んだ。導入の朗読によっ

て祈りへと誘われ、その都度「御手の中で」

「Bless The Lord」「Magnificat」「彼に聞

け」「兄弟のように」の唱和が、これからの

高松教区の宣教の歩みを暗示させるように、

高知地区の兄弟たちの先導に唱和しながらひ

と時、心の溢れともいえる祈りの時間が流れ

た。祈りのみの唱和もそのトーンの中で潜心

もなる。しかしメロディーに乗せて共に祈る

ことは、より一層の輝きを伴なった賛美とな

ることを共に味わう恵みが与えられた。この

恵みによって、これからの各小教区での賛美

の祈りが、より深い信仰への扉を開くきっか

けとなることを願いたい。（高知地区担当）

徳島地区は50周年記念式典の中のミサを担当し準備してきた。

ミサは式典の中でも大切な位置を占めているので、50周年のお祝い

にふさわしいミサになるよう、何度も集まり、試行錯誤を重ねながらのよき学びとなった。

私たちの小教区とは規模も雰囲気も違う司教座聖堂で、多くの方々を迎えての特別なミサ

ということで、1週間前にも高松に出向き、打ち合わせを繰り返しながら準備をしてきた。

そして、この大事な日の大切な感謝の祭儀・ミサの準備をさせていただく役割にあずかれ

たことは、50周年の記念というだけでなく、大きなお恵みと喜びとなった。そのお恵みと

喜びをミサを通して、参加者の皆さんと共有できたことを喜びたいと思う。（徳島地区）

香川地区信徒で埋まった桜町幼稚園ホール

記念アトラクションの後、心を一つに捧げ

た感謝の祭儀では主キリストが私たちの真ん

中に立たれ、主の現存の神秘が醸し出された。

司祭団、信徒の姿は感動的で生きた信仰の証

であった。これからの教区の再生と一致へ向

け、共なる歩みの中から希望のうちに福音宣

教を続けるべく恵みを得た。

溝部司教の励ましの言葉

「歴史から学ばない者はことをなせない」

といわれる。教区50年の歴史はこれからの

私たちに何を語りかけているのだろう。お

祝いだけで終わってはならない。「ない、

ない」というのではなく、楽観主義でやる

のがよい。そして教会を考えていく。それ

が「ことをなす」ことにつながるのです。

女性の会 東北物産販売で支援活動

女性の会は式典の前のフリースペースを担

当した。展示、演奏、喫茶のほか、東北物産

販売。ふくろうストラップ、エコたわし、被

災松絵葉書、醤油、甘い酢、白出し、味噌、

塩ワカメなど売上総額62475円を販売元に送

金。これを機に、各小教区単位で共同購入し

復興を支援して行きたい。

四国会館２階にフリースペース

この教区に関係する宣教会・修道会が新

しい召命を願い、各会についてボードを用

い会の理念、創設の目的，沿革、創立者に

ついて、また各会の使徒的な働きについて

写真や地図、文章で紹介しました。その他、

喫茶コーナーとミニコンサートタイムもあ

り、集いの前のひと時を楽しんだ。

２００９年から教区民上げて「教区の再生と一致」へ向けて祈り、活動を続けてきた。信徒一人ひとりへの「どんな教会になりたいのですか？」との度重なる

問いかけに応えて、四国4県の県木の葉にこれからの各々の小教区としてあるべき姿を祈りのうちに表明し、これを感謝の祭儀の中で奉納された。

◆
愛
媛
県
樹
（
松
）
◆

主
よ
、
歴
代
司
教
、
司
祭
の
計
り
知
れ
な
い
苦
労
の
実
り
と
し
て
、
大

き
な
喜
び
の
内
に
教
区
設
立
50
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
50
年
の
歩
み

を
振
り
返
り
、
こ
れ
か
ら
の
教
会
の
在
る
べ
き
姿
と
し
て
、
家
族
の
喜
び

と
愛
に
満
ち
一
致
し
た
教
会
、
若
者
が
信
仰
の
喜
び
を
生
き
る
こ
と
が
出

来
る
教
会
、
宣
教
へ
の
活
力
を
真
に
実
現
で
き
る
教
会
、
聖
霊
の
息
吹
に

満
た
さ
れ
た
信
仰
を
持
ち
続
け
る
教
会
、
子
ど
も
た
ち
に
そ
の
愛
を
伝
え

る
教
会
、
そ
の
他
多
く
の
願
い
を
持
つ
信
徒
一
人
一
人
を
励
ま
し
て
く
だ

さ
い
。

心
の
中
心
に
キ
リ
ス
ト
を
迎
え
、

話
し
合
い
、
助
け
合
い
、
分
か
ち

合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
一
致
の
内

に
歩
み
続
け
る
教
会
に
な
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
助
け
て
下
さ
い
。

◆
香
川
県
樹
（
オ
リ
ー
ブ
）
◆

主
よ
、
わ
た
し
た
ち
の
今
日
ま
で
の
信
仰
を
は
ぐ
く
み
育
て
導
い
て
下

さ
っ
た
教
区
へ
の
感
謝
と
共
に
高
松
教
区
の
再
生
と
一
致
を
願
っ
て
祈
り

ま
す
。
私
た
ち
は
内
に
こ
も
り
閉
ざ
さ
れ
た
共
同
体
で
は
な
く
、
だ
れ
も

が
訪
れ
や
す
い
温
か
い
教
会
、
開
か
れ
た
教
会
、
共
に
祈
り
、
共
に
語
り

合
い
、
共
に
分
か
ち
合
う
教
会
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
聖
霊
に
よ
っ
て
一
人
一
人
が

活
か
さ
れ
、
神
の
愛
に
希
望
を
お

き
、
神
の
国
を
表
す
キ
リ
ス
ト
中

心
の
教
会
を
目
指
し
て
歩
ん
で
い

き
ま
す
。
主
の
優
し
い
ま
な
ざ
し

を
い
つ
も
意
識
で
き
ま
す
よ
う
に
。

◆
高
知
県
樹
（
杉
）
◆

主
よ
、
み
な
が
仲
良
く
助
け
あ

い
、
ゆ
る
し
あ
い
、
分
か
り
あ
え

る
兄
弟
姉
妹
と
し
て
、
い
つ
も
笑

顔
で
交
わ
っ
て
い
け
る
教
会
、
み

ん
な
が
主
に
心
を
向
け
真
の
一
致

の
実
現
へ
向
か
う
教
会
へ
力
を
合
わ
せ
ま
す
。
私
た
ち
の
希
望
を
託
し
た

葉
を
、
大
き
く
実
ら
せ
る
こ
の
杉
の
木
が
こ
こ
に
奉
献
さ
れ
大
き
な
祈
り

と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
杉
の
木
は
そ
の
多
く
が
建
築
材
と
な
り
ま
す
。
私

た
ち
の
す
べ
て
の
祈
り
を
吸
い
上
げ
た
こ
の
杉
の
木
を
使
っ
て
一
人
ひ
と

り
が
、
神
の
愛
に
満
ち
た
神
の
共
同
体
を
作
り
上
げ
て
い
く
決
意
を
主
に

捧
げ
ま
す
。

◆
徳
島
県
樹
（
ヤ
マ
モ
モ
）
◆

神
さ
ま
か
ら
与
え
ら
れ
た
道
を
歩

み
、
各
自
の
力
を
生
か
す
こ
と
が
出

来
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
い
つ

も
グ
ッ
ド
ニ
ュ
ー
ス
で
あ
ふ
れ
る
教

会
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
信
者
と
未

洗
者
、
高
齢
者
と
若
者
、
全
て
の
人

が
尊
敬
の
念
を
抱
き
、
愛
し
許
し
あ
え
る
神
の
民
と
な
れ
ま
す
よ
う
に
。

日
々
の
疲
れ
を
癒
し
、
ホ
ッ
と
出
来
る
教
会
、
神
を
感
じ
る
教
会
、
子
ど

も
た
ち
の
歓
声
が
聞
こ
え
る
教
会
、
信
徒
一
人
ひ
と
り
が
綴
っ
た
大
切
な

思
い
が
、
小
さ
な
地
区
を
育
て
る
糧
と
な
り
ま
す
よ
う
に
。
共
に
感
謝
し
、

祈
っ
て
い
き
ま
す

感謝

希望

賛美

感謝の祭儀

フリースペースコンサート風景

歓びをともにするフィリピーナ

1963年11月1日発行のカトリック新聞

司会のBr.八木さん
と河合幸さん


